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変更前(3月31日まで)
3歳の誕生月前日の月まで

↓

変更後(4月1日から)
5歳の誕生日前日の月まで

対　象 平成13年4月2日～平成18年3月31日生

まれの人

※母子家庭等医療・重度心身障害者医療の受給資

格のある人と生活保護受給世帯の人は対象にな

りません

交付方法 3月下旬に郵送しています

申し込み・問い合わせ 住民課へ

■対象年齢の比較（例：3月25日生まれ） 

0歳 1歳 2歳 4歳 5歳 6歳 3歳 

0歳 1歳 2歳 4歳 5歳 6歳 3歳 

（
3
月
31
日
ま
で
） 

変
更
前
 

（
4
月
1
日
か
ら
） 

変
更
後
 

乳幼児医療の対象 

自己負担なし  
（初診料は必要） 

＝
 

乳幼児医療の対象 

自己負担なし  
（初診料は必要） 

＝
 

３
／
25
の
誕
生
日
 

３
／
31
ま
で
 

４
／
１
か
ら
 

３
／
25
の
誕
生
日
 

３
／
31
ま
で
 

４
／
１
か
ら
 

自己負担3割 

自己負担3割 

拡大 

乳幼児医療の対象を拡大 

乳幼児医療費の対象

新しい医療証

4月1日から乳幼児医療費外来の助成対
象年齢を拡大しました。これは、4月の受
診から適用されます。
乳幼児医療費支給制度は、乳幼児の保

健福祉の増進を図るため、医療費の自己
負担分を岡垣町が代わって支払う制度で
す。
町では現在、厳しい財政状況の中で構

造改革に取り組んでいます。この改革で
確保した財源を、子育て支援に充ててい
くことにしています。
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4月から、公共施設の開館時間の延長と開館日を拡大
岡垣町では行財政構造改革プログラムに基づいて、住民サービスの向上を図るため、４月１日から公共施
設の開館時間を延長し、開館日を拡大しています。
また、水道課と下水道課を統合して上下水道課を設置し、効率的な組織運営に努めます。

役場本庁・東部出張所（情報プラザ人の駅内）の開館時間
3月まで

午前8時30分～午後5時
4月から

午前８時30分～午後５時30分

3月まで 4月から
上下水道課

○夏季休業期間は、7月21日から8月31日までです

岡垣サンリーアイ図書館の
夏季休業期間の開館時間

通　常
午前10時～午後６時

夏季休業期間
午前10時～午後８時

町民体育館・町民武道館の休館日

3月まで
毎週月曜日

4月から
第１・第３月曜日

岡垣サンリーアイ年末年始の休館日

平成17年度まで
12月28日～１月４日

平成18年度から
12月29日～１月３日

○午後9時までの開館を試行していましたが、本格的
に実施しました

○いこいの里ふれあい館・福祉保健館は午前８時30分
から午後10時まで開館しています

いこいの里ふれあい館(入浴施設)の開館時間

3月まで
午前11時～午後７時

4月から
午前11時～午後９時

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

課の統合

※場所は変更なく、本館2階です

水道課 下水道課

○他市町村などへの照会・確認が必要なときは、すぐに処理ができないことがあります
○情報プラザ人の駅は午後10時まで開館しています

昼休みの窓口の利用
次の内容は、住民課・税務課・こども未来課・環境共生課・上下水道課で、昼休み(正午～午後1時)でも利用できます。
○転入、転出、転居の届出・手続き　○婚姻届、出生届など戸籍に関する届出　○住民票、所得証明など各種証明書の発行
※昼休みは、当番の職員が窓口で対応します。その職員は、午後1時から2時までが代替の休憩時間です。
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【
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
般
に
つ
い
て
】

○
町
は
こ
の
計
画
を
、
必
ず
や
り
遂
げ

る
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
実
行
し
て

ほ
し
い

○
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行

で
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い

○
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、
町
の

税
収
な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
る
。
将
来
の
人
口
推
移
を

的
確
に
把
握
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

確
実
に
進
め
て
ほ
し
い

【
協
働
力
の
強
化
に
つ
い
て
】

○
転
入
者
が
多
い
地
域
で
は
、
自
治
区
へ

の
未
加
入
者
が
多
い
。
行
政
と
地
域

が
一
体
に
な
っ
て
、
加
入
率
を
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い

岡
垣
町
は
、
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
財
政
構
造
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム(

以
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム)

を
策
定
し
、
４
月
か
ら
役
場
の
開
庁
時
間

の
延
長
や
乳
幼
児
医
療
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
月
21
〜
27
日
、
町
内
の
５
か
所
で
住
民
説
明
会(

以
下
、
説
明
会)

を
行

い
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
将
来
の
町
の
財
政
状
況

を
説
明
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
質
問
や
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
こ
の
説
明
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
説
明
会
の
様
子
を
家
庭
や
公
共
施
設
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
お
か
が
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
で
生
中
継
し
ま
し
た
。

町
の
未
来
は
み
ん
な
の
未
来
。

い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
、構
造
改
革

町
の
未
来
は
み
ん
な
の
未
来
。

い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
、構
造
改
革

岡
垣
町
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
住
民
説
明
会

住
民
説
明
会
で
出
さ
れ
た

主
な
意
見

町
の
未
来
は
み
ん
な
の
未
来
。

い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
、構
造
改
革
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○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
推
進
す
る

に
は
、
各
地
域
に
拠
点
と
な
る
施
設

の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
事

業
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
し
て
ほ

し
い

○
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
行

い
、
協
働
を
進
め
て
い
き
た
い
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
推
進
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

示
し
て
ほ
し
い

【
財
政
力
の
強
化
に
つ
い
て
】

○
町
税
確
保
の
た
め
に
、
固
定
資
産
税

の
税
率
改
正
を
検
討
し
て
い
る
が
、

ま
ず
は
税
の
収
納
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い

○
遠
賀
郡
の
約
半
分
を
占
め
る
土
地
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
企
業
誘
致

を
進
め
、
雇
用
や
税
収
の
確
保
に
努

め
て
ほ
し
い

○
豊
か
な
自
然
と
主
な
産
業
で
あ
る
農

業
を
生
か
し
た
政
策
で
、
地
域
を
活

性
化
さ
せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
町
内

の
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
で

消
費
を
増
や
し
、
税
収
増
加
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い

○「
自
治
体
運
営
か
ら
経
営
へ
」と
い
う

基
本
理
念
に
基
づ
い
て
、
広
告
収
入

の
確
保
や
町
有
財
産
の
売
却
な
ど
歳

入
を
増
や
す
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い

○
若
い
世
代
が
定
住
し
、
町
の
人
口
を

増
や
す
た
め
に
子
育
て
支
援
の
充
実

と
公
営
住
宅
を
建
設
し
て
ほ
し
い

○
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
や
い
こ
い
の
里

は
効
率
的
な
施
設
管
理
の
た
め
、
民

間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
０
法
人
が
管
理
運
営

で
き
る
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ

れ
る
が
、
営
利
目
的
と
な
り
、
住
民

の
負
担
が
増
加
し
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い

○
老
人
憩
い
の
家
の
浴
場
な
ど
は
、
使

用
料
を
設
定
し
、
受
益
者
の
負
担
を

適
正
化
し
て
ほ
し
い

○
町
の
全
て
の
事
務
事
業
を
あ
ら
た
め

て
詳
し
く
調
べ
、
廃
止
す
る
も
の
や

引
き
続
き
行
う
も
の
を
明
確
に
し
て

ほ
し
い

○
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
は
活
動
内
容

を
検
証
し
、
協
働
を
進
め
る
目
的
で

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
は
増
額
し
て

ほ
し
い

【
組
織
力
の
強
化
に
つ
い
て
】

○
職
員
を
は
じ
め
、
行
政
自
ら
が
身
を

削
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
住
民

へ
の
負
担
の
増
加
は
理
解
さ
れ
な
い

だ
ろ
う

○
協
働
を
進
め
る
う
え
で
、
職
員
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。
職
員
自

ら
が
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
行

え
ば
、
そ
の
姿
を
住
民
が
評
価
し
、

と
も
に
協
働
す
る
気
運
が
高
ま
る
だ

ろ
う

○
議
員
定
数
は
削
減
の
方
向
で
検
討
し

て
ほ
し
い

将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
定
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
着
実
に
実
行
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
み
な
さ
ん
に
負
担

を
求
め
る
項
目
や
行
政
自
ら
改
革
に
取
り

組
む
項
目
、
み
な
さ
ん
と
協
働
で
取
り
組

む
項
目
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
理
解
・
協

力
を
得
な
が
ら
、
将
来
の
岡
垣
町
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
放
映
し
て

い
ま
す

行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

概
要
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
で
、
映

像
で
放
映
し
て
い
ま
す
。

●
も
っ
と
知
り
た
い
人
は
出
前
講
座
で

行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
樋

町
長
と
意
見
交
換
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
10
人
以
上
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公

民
館
へ
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議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

【「
岡
垣
町
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
審
査

会
」委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
】

障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
障
害
程
度
区
分
認
定
基
準
に
照
ら

し
て
支
給
要
否
の
審
査
と
判
定
を
行
う

た
め
の
審
査
会
を
設
置
し
、
委
員
会
の

定
数
を
定
め
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

障
害
福
祉
計
画
策
定
に
つ
い
て
調
査

審
議
す
る
岡
垣
町
障
害
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
、
障
害
程
度
区
分
認
定
基
準
に

照
ら
し
て
支
給
要
否
の
審
査
と
判
定
を

行
う
岡
垣
町
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
審
査

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

岡
垣
町
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
審
査
会

の
設
置
の
た
め
に
改
正
し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
】

４
月
１
日
か
ら
、
職
員
定
数
を
３
人

削
減
し
百
八
十
二
人
に
し
ま
し
た
。

【
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
】

４
月
１
日
か
ら
、
職
員
の
定
年
退
職

日
を
、
９
月
末
と
３
月
末
の
年
２
回
に

し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
】

４
月
１
日
か
ら
、
職
員
の
勤
務
時
間

を
１
日
８
時
間
、
１
週
間
40
時
間
に
し

ま
し
た
。

【
岡
垣
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

４
月
１
日
か
ら
、
税
務
手
当
な
ど
の

特
殊
勤
務
手
当
の
廃
止
・
見
直
し
を
し

ま
し
た
。

【
岡
垣
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

４
月
１
日
か
ら
、
特
別
職
と
一
般
職

の
職
員
の
旅
費
日
当
の
支
給
基
準
を
見

直
し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

【
岡
垣
町
の
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ

る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

国
家
公
務
員
の
給
与
と
福
岡
県
職
員

の
給
与
の
改
定
と
同
じ
よ
う
に
、
４
月

１
日
か
ら
岡
垣
町
職
員
も
給
料
表
を
切

り
替
え
、
給
料
水
準
の
引
き
下
げ
や
調

整
手
当
の
廃
止
、
地
域
手
当
の
新
設
な

ど
給
与
制
度
を
改
定
し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

国
家
公
務
員
の
退
職
手
当
制
度
の
改

定
と
同
じ
よ
う
に
、
４
月
１
日
か
ら
岡

垣
町
職
員
に
も
、
役
職
別
の
貢
献
度
を

反
映
す
る
調
整
額
を
新
設
す
る
な
ど
、

退
職
手
当
制
度
を
改
定
し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

４
月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
費
外

３
月
に
行
わ
れ
た
岡
垣
町
議
会
第
一
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
要
な
条
例
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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来
の
助
成
対
象
年
齢
を
５
歳
未
満
ま
で

引
き
上
げ
、
子
育
て
に
対
す
る
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
】公

民
館
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
の

機
能
の
充
実
や
、
自
治
公
民
館
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
分
館
長
を
設
置
し
ま

し
た
。

【
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
】

４
月
１
日
か
ら
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア

イ
、
い
こ
い
の
里
、
臨
海
荘
、
町
営
駐

車
場
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
を
指
定

し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
町
有
財
産
売
払
収
入
に
よ
る

公
共
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定
】

利
用
予
定
が
な
い
町
有
財
産(

土
地
な

ど)

を
売
り
払
う
こ
と
で
得
た
収
入
を
、

将
来
の
公
共
施
設
の
整
備
資
金
と
し
て

積
み
立
て
る
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
岡
垣
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
】

【
岡
垣
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制

定
】岡

垣
町
国
民
保
護
協
議
会
を
設
置

し
、
平
成
18
年
度
中
に
岡
垣
町
国
民
保

護
計
画
を
策
定
・
公
表
し
ま
す
。

【
平
成
17
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
５
号)

】

遠
賀
・
中
間
広
域
行
政
事
務
組
合
の

負
担
金
の
精
算
、
各
事
業
の
完
了
な
ど

に
伴
う
予
算
の
執
行
状
況
を
精
査
し
、

調
整
し
た
こ
と
な
ど
の
増
減
に
伴
い
、

総
額
約
八
千
九
百
万
円
を
減
額
し
ま
し

た
。

【
平
成
17
年
度
岡
垣
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
】

県
財
政
調
整
交
付
金
の
導
入
に
よ
る

国
・
県
の
補
助
金
の
調
整
、
保
険
給
付

費
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
を
調
整
し
た
こ
と

な
ど
の
増
減
に
伴
い
、
約
七
百
四
十
五

万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

【
平
成
17
年
度
岡
垣
町
老
人
保
健
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
】

医
療
給
付
費
の
１
か
月
当
た
り
の
入

院
件
数
や
医
療
費
の
増
加
で
、
二
億
百

二
十
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

【
平
成
17
年
度
岡
垣
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
】

収
益
的
支
出
は
、
浄
水
場
の
業
務
用

契
約
電
力
料
金
の
改
正
に
伴
っ
て
動
力

費
六
百
万
円
減
額
、
河
口
堰
受
水
費
七

百
万
円
減
額
し
、
固
定
資
産
除
却
費
と

し
て
百
三
十
八
万
三
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

ま
た
、
営
業
外
費
用
と
し
て
企
業
債

支
払
利
息
二
百
八
十
万
九
千
円
減
額
、

消
費
税
二
百
二
十
八
万
六
千
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

資
本
的
収
入
は
、
配
水
管
改
良
な
ど

の
企
業
債
五
百
九
十
万
円
減
額
し
ま
し

た
。

【
平
成
17
年
度
岡
垣
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
】

収
益
的
収
入
は
、
水
洗
化
世
帯
増
加

に
よ
る
使
用
料
金
増
や
、
繰
入
金
使
途

の
組
み
替
え
な
ど
で
、
六
千
六
百
三
十

四
万
八
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。
収
益

的
支
出
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
廃
止

に
よ
る
資
産
減
耗
費
な
ど
三
千
百
九
十

一
万
千
円
の
増
額
補
正
を
し
て
い
ま

す
。資

本
的
収
入
は
、
事
業
費
の
減
に
伴

う
国
県
補
助
金
や
企
業
債
な
ど
千
二
百

一
万
二
千
円
の
減
額
を
し
、
資
本
的
支

出
は
、
委
託
料
や
工
事
請
負
費
七
千
七

百
五
十
万
円
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

【
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
の
処
理

す
る
事
務
の
変
更
及
び
福
岡
県
介
護
保

険
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
】

平
成
18
年
４
月
１
日
施
行
の
介
護
保

険
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
っ
て
、
新
た
に
事
務
が
生
じ
る
た
め
、

こ
れ
を
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
の

処
理
す
る
事
務
に
加
え
、
地
域
支
援
事

業
に
要
す
る
経
費
に
係
る
関
係
市
町
村

の
負
担
割
合
を
定
め
る
こ
と
に
関
し
、

規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

【平成18年度予算】 

【一般会計】※１ 
予算総額 前年比(％)

【特別会計】 

○国民健康保険事業 

○老人保健事業 

○住宅新築資金等貸付事業 

【公営企業会計】 

○水道事業 

　・収益的収入 

　・収益的支出 

　・事業純益 

　・資本的収入※2 

　・資本的支出 

○下水道事業※3 

　・収益的収入 

　・収益的支出 

　・事業純益 

　・資本的収入※4 

　・資本的支出 

 

 

30億6108万9千円 

36億7555万9千円 

268万3千円 

 

 

5億1612万円 

4億9066万円 

2546万円 

1億7900万円 

3億1093万円 

 

8億1408万7千円 

8億7739万4千円 

▲6330万7千円 

6億2650万1千円 

9億2344万4千円 

75億1300万円 
 

4.9 

△0.1 

 

 

 

1.3 

▲0.6 

63.2 

26.1 

10.0 

 

▲9.7 

▲2.6 

 

▲8.8 

▲11.9

2.2

※1『広報おかがき』4月25号で詳しく説明します 
※2不足額(1億3193万円)は留保資金などで補てん　 
※3平成17年度から地方公営企業法適用 
※4不足額(2億9694万3千円)は留保資金などで補てん 
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役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里在宅介護支援センター

1283―0033

岡垣在宅介護支援センター 1282―5167

岡垣東部在宅支援センター 1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
が
、
そ
の
年
度
分
の
全
額

を
在
住
市
町
村
に
納
め
る
も
の
で
す
。

納
付
書
を
４
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

必
ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

町
外
に
転
出
し
て
、
車
輌
の
保
管
場

所
が
町
外
に
な
る
場
合
、
速
や
か
に
変

更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日
ま
で
に
車
輌
の
名
義
変
更

の
手
続
き
を
し
た
の
に
、
納
税
通
知
書

が
届
い
た
場
合
は
、
手
続
き
を
依
頼
し

た
販
売
会
社
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。身

体
・
知
的
障
害
者
の
た
め
に
使
用

す
る
車
輌
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
、
申
請
す
る
と
税
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

申
請
期
限
は
４
月
24
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
へ

岡
垣
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

(

平
成
17
年
３
月
〜
平
成
18
年
３
月
末

現
在
ま
で
の
新
規
追
加
分)

○
日
伸
設
備
工
業(
八
幡
西
区)

1
６
９

２
‐
４
４
５
５
○
風
車
設
備(

八
幡
西

区)

1
６
１
２
‐
４
０
８
０
○
敷
田
水
道

設
備(

八
幡
西
区)

1
６
１
７
‐
０
１
８

７
○
ホ
ク
シ
ン
設
備(

遠
賀
町)
1
２
９

３
‐
３
３
５
４
○
浅
野
設
備
工
業(
若
松

区)

1
７
９
１
‐
１
７
８
１
○
山
本
住
宅

設
備(

筑
紫
野
市)

1
０
９
２
‐
９
２

４
‐
６
４
７
４
○
善
明
産
業(

八
幡
西

区)

1
６
４
２
‐
２
２
１
１
○
九
栄
建
設

(

小
倉
南
区)

1
４
７
５
‐
１
７
４
２

岡
垣
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
・

下
水
道
指
定
工
事
店
の
指
定
登
録
取
消

お
知
ら
せ

善
明(

代
表
取
締
役
・
善
明
正
彦)

お
願
い

○
水
道
工
事
は
、
必
ず
岡
垣
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者(

水
道
指
定
工
事

店)

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の

業
者
は
、
水
道
工
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
転
出
や
使
用
者(

所
有
者)

を
変
更
す

る
と
き
は
、
必
ず
上
下
水
道
課
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い(

電
話
可)

。

○
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
い
つ
で
も
検
針

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
道
機
器
な
ど
の
訪
問
販
売
は
、
上

下
水
道
課
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
へ

対
　
象

現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
従

事
し
よ
う
と
し
て
い
る
人

と
　
き

○
講
義
・
実
技
＝
６
月
４
日
(日)
〜
11
月

５
日
(日)
毎
週
土
ま
た
は
日
曜
日

○
実
習
＝
11
月
６
日
(月)
〜
平
成
19
年
１

月
31
日
(水)
の
う
ち
平
日
４
〜
５
日
間

程
度

と
こ
ろ

○
講
義
・
実
技
＝
宗
像
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
研
修
セ
ン
タ
ー

○
実
習
＝
近
郊
市
町
村
の
施
設

募
集
人
数

６
人
※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選

受
講
料

二
万
円
※
別
途
健
康
診
断
書

料
一
万
円
程
度
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

印
か
ん
を

持
っ
て
５
月
８
日
(月)
ま
で
に
健
康
福
祉

課
へ

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
１
日
で
す

講
　
　
座

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修

ゴールデンウィークの歯科急患診療 
と　き 医院名 電話番号 住　所 

5月3日(水) 

4日(木) 

5日(金) 

 

山崎まさひろ歯科医院 

はたぶ歯科医院 

山崎歯科医院 

 

243－7333 

245－0420 

293－3988

中間市東中間3丁目3番6号 

中間市長津2丁目2番18号 

遠賀町遠賀川1丁目4番33号 

診療時間　午前10時から午後5時 問い合わせ　事前に各当医院へ 

岡
垣
町
の
水
道
工
事
の
事
業
者
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訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

対　象 一般の部、中・高校生の部
【ポスター】
課　題 ①侵入窃盗防止②子どもの誘拐・連れ去り防止③少

年の非行防止④薬物乱用防止
規　格 未発表の作品・B3判、A2判相当の横書き・スロー

ガン(キャッチコピー)の文字を入れない・作品の裏
面に住所、氏名、年齢、職業、電話番号、または
学校名、学年を記入

【標　語】
課　題 ①侵入窃盗防止②子どもの誘拐・連れ去り防止③少

年の非行防止④薬物乱用防止⑤｢オレオレ詐欺｣な
ど振り込め詐欺防止

規　格 未発表の作品・郵便はがき、はがき大のものに縦書
き・住所、氏名、年齢、職業、電話番号、または
学校名、学年を記入・はがき一枚で一点

申し込み 6月16日(金)までに、〒812－8576福岡市博多
区東公園7－7県警本部内福岡県防犯協会連合会へ

問い合わせ 福岡県防犯協会連合会1092－633－3221、
地域づくり課へ

全国地域安全運動の
ポスター・標語を募集

と
　
き

６
月
27
日
(火)
〜
８
月
31
日
(木)

の
間
で
28
日
間

と
こ
ろ

福
岡
県
看
護
等
研
究
研
修
セ

ン
タ
ー(
福
岡
市
中
央
区)

対
　
象

こ
れ
か
ら
訪
問
看
護
を
始
め

よ
う
と
す
る
人
、
訪
問
看
護
に
従
事
し

て
い
る
人
で
、
看
護
の
実
務
経
験
が
３

年
以
上
あ
る
人

募
集
人
数

50
人

費
　
用

三
万
六
千
七
百
五
十
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
15
日

(月)
ま
で
に
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
1

０
９
２
‐
７
１
４
‐
５
２
０
３
へ

暴
力
団
な
ど
か
ら
の
被
害
に
対
す
る

早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、
弁
護
士

会
な
ど
が
面
接
や
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
　
き

４
月
22
日
(土)
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ

北
九
州
市
民
事
暴
力
相
談
セ

ン
タ
ー(

北
九
州
市
役
所
内)

相
談
電
話

1
５
８
２
‐
２
１
４
０

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
６
５
１
‐

８
９
３
８
へ

行
政
書
士
が
、
外
国
人
の
入
国
・
在

留
手
続(

留
学
・
就
労
・
投
資
経
営
・
定

住
・
永
住
・
再
入
国
な
ど)

、
国
際
結
婚
、

在
留
特
別
許
可
、
国
籍
取
得
手
続(

帰

化)

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

と
　
き

毎
月
第
３
日
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時

と
こ
ろ

国
際
村
交
流
セ
ン
タ
ー(

八
幡

東
区)

問
い
合
わ
せ

北
九
州
国
際
交
流
協
会

1
６
６
２
‐
０
０
５
５
へ

国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
人
材
の
育
成
を

目
的
に
募
集
し
ま
す
。
外
国
の
家
庭
で

家
族
の
一
員
と
し
て
生
活
し
、
異
文
化

に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

７
月
29
日
(土)
〜
８
月
12
日
(土)

研
修
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

対
　
象

町
内
在
住
の
中
学
２
・
３
年

生募
集
人
数

15
人

費
　
用

10
万
円
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
18
日

(火)
ま
で
に
教
育
総
務
課
、
各
中
学
校
へ

５
月
１
日
(月)
か
ら
７
日
(日)
は
憲
法
週

間
で
す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
、
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
北
九
州
会
場
】

と
　
き

５
月
11
日
(木)
午
前
９
時
30
分

〜
12
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

と
こ
ろ

北
九
州
弁
護
士
会
館(

小
倉
北

区)

入
国
・
在
留
・
国
籍
手
続

無
料
相
談
会

異
文
化
を
肌
で
感
じ
よ
う
！

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
生
募
集

申
し
込
み

５
月
１
日
(月)
か
ら
電
話
で

北
九
州
弁
護
士
会
館
1
５
６
１
‐
０
３

６
０
へ
※
先
着
百
人

【
福
岡
会
場
】

と
　
き

５
月
９
日
(火)
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

福
岡
県
弁
護
士
会
館(

福
岡
市

中
央
区)

申
し
込
み

４
月
18
日
(火)
か
ら
電
話
で

福
岡
県
弁
護
士
会
館
1
０
９
２
‐
７
４

１
‐
３
２
０
８
へ
※
先
着
百
人

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
弁
護
士
会
館

1
０
９
２
‐
７
４
１
‐
３
２
０
８
へ

相
　
　
談

悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
相
談
を

無
料
法
律
相
談



平
成
19
年
４
月
に
入
隊
す
る
陸
・

海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
し

ま
す
。

対
　
象

平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
※
22
歳
未
満

は
大
卒
見
込

試
験
日

５
月
20
日
(土)
〜
21
日
(日)

締
め
切
り

５
月
12
日
(金)

問
い
合
わ
せ

芦
屋
募
集
事
務
所
1
２

２
３
‐
０
９
８
１
へ

職
種
・
募
集
人
数

看
護
師
２
人
、
理

学
療
法
士
１
人

対
　
象

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を

持
っ
て
い
る
40
歳
く
ら
い
ま
で
の
人

申
し
込
み

４
月
17
日
(月)
ま
で
に
、
履

歴
書
を
遠
賀
中
間
医
師
会
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
〒
８
０
７
‐
０
０
５
２
水

巻
町
下
二
西
２
丁
目
１
‐
33
へ

問
い
合
わ
せ

遠
賀
中
間
医
師
会
訪
問

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
1
２
０
２
‐
３
５

０
４
へ

自
由
参
加
で
行
い
ま
す
。

と
　
き

４
月
25
日
(火)
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費

四
百
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
15
日

(土)
ま
で
に
、
松

1
２
８
２
‐
０
９
２

３
へ

と
　
き

５
月
12
日
(金)
午
前
10
時
〜

※
雨
天
時
は
18
日
(木)

と
こ
ろ

芦
屋
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

費
　
用

三
百
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
20
日

(木)
ま
で
に
、
武
田
1
０
９
０
‐
８
４
０

７
‐
８
５
５
３
へ

と
　
き

５
月
13
日
(土)
午
前
９
時
〜

※
雨
天
時
は
16
日
(火)
に
順
延

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
　
象

町
内
在
住
者

参
加
料

三
百
円

持
っ
て
く
る
も
の

用
具
・
筆
記
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
25
日

(火)
ま
で
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟(

行

山)

1
２
８
２
‐
０
９
１
３
へ

試
験
日
・
と
こ
ろ

○
筆
記
＝
８
月
２
日
(水)
、
３
日
(木)
九
州

女
子
大
学(

八
幡
西
区)

ほ
か

○
実
技
＝
10
月
15
日
(日)
第
一
保
育
短
期

大
学(

太
宰
府
市)

資
料
請
求

４
月
10
日
(月)
〜
５
月
12
日
(金)
に
〒
１
７

１
‐
０
０
３
３
東
京
都
豊
島
区
高
田

３
‐
19
‐
10
明
治
安
田
生
命
高
田
馬
場

第
二
ビ
ル
６
Ｆ「
保
育
士
試
験
事
務
セ

ン
タ
ー
」へ

申
し
込
み

５
月
８
日
(月)
〜
19
日
(金)

に
、
受
験
申
請
書
を
保
育
士
試
験
事
務

セ
ン
タ
ー
へ
※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

全
国
保
育
士
養
成
協
議

会
7
０
１
２
０
‐
４
１
９
４
‐
８
２
、

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

10

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

４
月
21
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

永
岡
め
ぐ
み
・
岡

彩

佳
・
永
岡
春
江(

ピ
ア
ノ)

曲
　
目

ノ
ク
タ
ー
ン
　
ほ
か

※
入
場
無
料

ス
ポ
ー
ツ

試
　
　
験

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

受
講
生
募
集

文
化
講
座
新
規
入
会
者
は
、
入
会

金
が
必
要
で
す
。
見
学
で
き
ま
す
。

○
い
け
花(

池
坊)

普
通
ク
ラ
ス

と
　
き

第
１
・
２
・
３
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

２
０
４
会
議
室

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月
分)

○
た
の
し
い
篆
刻

と
　
き

第
２
・
４
月
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

２
０
１
会
議
室

受
講
料
・
維
持
費

九
千
六
百
円

(

３
か
月
分)

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
　
き

第
１
・
２
・
３
火
曜
日

午
後
８
時
〜
10
時

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
Ａ

コ
ー
ト

受
講
料
・
維
持
費

九
千
九
百
円

(

３
か
月
分)

訪
問
看
護
ス
タ
ッ
フ

三
里
松
原
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

八
幡
厚
生
年
金
受
給
者
協
会

遠
賀
郡
４
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会
参
加
者
募
集

福
岡
県
保
育
士
試
験

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
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準優勝 松井ヒナ子
第３位 前川千代子

と　き 3月7日
ところ 乳垂荘コート
優　勝 高塚チーム(太田嘉
高・早川茂・太田マツ子・村
田和子・門司京子）
準優勝 手野チーム(寺田正
信・木村守・田中祐治・田中
正道・木村トキエ）
第３位 糠塚チーム(桃川キ
エ・石松儷子・松田研一・松
田アヤ子・藤田ツマコ）

と　き 3月12日
ところ 町民武道館

《幼年男子の部》
準優勝 満園　優真
《小学１年生男子の部》
優　勝 門司　龍一
《小学２年生女子の部》
第３位 満園　美優
《小学６年生男子の部》
優　勝 牧山　基駿
《小学６年生女子の部》
優　勝 永嶋　千純

と　き 3月14日
ところ すぱーく岡垣
優　勝 山田峠Ｂチーム(白
浜弘行・近藤清孝・石原明
子・加藤好子・高見三枝子）
準優勝 東山田Ｂチーム(河村
兼試・松田研一・下川辰子・
松田アヤ子・藤田ツマコ）
第３位 山田峠Ａチーム(田
中春男・松丸国人・越智吉
憲・大坪たまよ・手島美江
子・船越博子）

と　き 3月5日
ところ 町民総合グラウンド
優　勝 福岡キングス
準優勝 海老津ニュースター

ズ
第３位 野間レンジャーズ

と　き 2月24日
ところ 町民総合グラウンド
《男子の部》
優　勝 武田　　誠
準優勝 小八重勝利
第３位 中谷　　孝
《女子の部》
優　勝 大賀恵美子

がんばった人にマル　─スポーツ結果─

第12回少年軟式野球
ビーハイブ杯

グラウンドゴルフ2月度例会

第21回ゲートボール
県選手権予選大会

ゲートボール審判員研修大会

第22回岡垣町少年柔道大会

岡垣町職員4月1日付人事異動 ※(　)内は前所属です 

○石田健治企画政策室長(総務課長)○渡辺一郎総務課長(健康福祉課長)○松丸和美健康福祉課長(住民課長)○河野正
博公民館長(地域づくり課長)○安部信義住民課長・課長昇格(住民課課長補佐)○門司晋地域づくり課長・課長昇格(企画
政策室課長補佐)○秋武光男住民課課長補佐(地域づくり課課長補佐)○鳥谷幹二企画政策室付福岡県介護保険広域連合
遠賀支部課長補佐・課長補佐昇格(水道課業務係長)○川原政人企画政策室課長補佐・課長補佐昇格(企画政策室企画係
長)

○宮崎誠司東部公民館(企画政策室付)○安部慈人上下水道課上水道業務係長(環境共生課生活環境係長)○石田始環境
共生課生活環境係長(農林水産課振興係長)○廣渡英一議会事務局議会事務局係長(下水道課工務係長)○辻芳和上下水
道課下水道工務係長(社会教育課社会教育係長)○江崎修地域づくり課商工観光係長(税務課住民税係長)○久留智美社
会教育課社会教育係長・係長昇格(議会事務局)○神谷昌宏税務課住民税係長・係長昇格(税務課)○秋武重成農林水産課
振興係長・係長昇格(農林水産課)○青山雄一郎企画政策室政策調整係長・係長昇格(農林水産課)○江上雅子企画政策室
付 

○旗生公典環境共生課(住民課)○相島秀明税務課(環境共生課)○田中正治住民課(税務課)○柴田達也地域づくり課(建
設課)○柴田康代住民課(社会教育課)○渡邉俊一郎農林水産課(下水道課)○城戸絵美管財課(地域づくり課)○北園純一
税務課(情報推進課)○藤原圭一郎こども未来課(管財課)○波多野祐子地域づくり課(企画政策室)○川原拓農林水産課(企
画政策室付・人事交流職員として福岡県へ派遣)○福田渉企画政策室付・福岡県総務部地方課実務研修生(こども未来課)
○亀田真美地域づくり課(社会教育課)○竹森太陽公民館(地域づくり課)○渡辺祐佳里議会事務局(住民課)○高橋英治福
岡県(税務課・人事交流職員として福岡県から派遣)

○吉國直子こども未来課東部保育所(教育総務課吉木小学校)○芦辺弘美教育総務課吉木小学校(こども未来課東部保育
所)○宮田ルミコ戸切小学校(吉木小学校)○安永美穂子内浦小学校(吉木小学校)○大村裕子吉木小学校(戸切小学校)

○村田泰孝上下水道課長(下水道課長)○平野和廣上下水道課課長補佐(水道課課長補佐)○三隈一治上下水道課下水道
業務係長(下水道課業務係長)○刀根充男上下水道課下水道施設係長(下水道課施設係長)○井上潔上下水道課上水道施
設係長(水道課施設係長)

※以下の係員は全て上下水道課職員。(　)に前所属のみを記載 
○岩崎靖之(水道課)○竹井英之(下水道課)○中川文和(下水道課)○大貝文律(下水道課)○橋田敏明(水道課)○藤岡健
治(下水道課)○広渡誠一(水道課)○三浦太郎(下水道課)

平成17年10月31日付○麻生修二(建設課)平成18年2月28日付○吉浦洋子(教育総務課内浦小学校)平成18年3月31
日付○宮内實生(企画政策室)○岩藤昭良(水道課)○刀根大司(税務課)○麻生潤治(議会事務局)○安部朋子(東部公民館：
再任用期間満了)

○平田一彦税務課○後藤理英企画政策室 

課長級 

係　長 

係　員 

技能労務職： 
給食調理員 

課の統合に 
伴う異動 

平成17年度 
退職 

新規採用 
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評価額が下がっているのに、土地の税額が上が

っているのはなぜですか？

平成６年度から、固定資産の土地評価を、地価

公示価格などの７割をめどに評価することにな

りました。しかし、これによって税負担が大幅に上

昇するケースが生じてきました。この差をすぐに埋

めようとすれば、税負担の低い土地は、税額が何倍

にもなってしまい、納税者の負担が急激に増えるこ

とになります。それを抑えるための調整措置が実施

されています。

この調整措置のため、土地の評価額が下がってい

ても税額が上がるケースがあるのです。

その調整措置が変わったと聞きましたが？

税負担の格差をさらになくすため、平成18年

度から課税標準額(税額を決めるときの基礎に

なる額)の計算方法が一部変更されました。

今年度から変更になるものは次のとおりです。

【前年度課税標準額が今年度評価額の60パーセント

未満の商業地など】

ただし、この計算の結果、

○今年度評価額の60パーセントを上回った場合、課

税標準額は、今年度評価額の60パーセント。

○今年度評価額の20パーセントを下回った場合、課

税標準額は、今年度評価額の20パーセント。

【前年度課税標準額が今年度の本則課税標準額※の

80パーセント未満の住宅用地】

※住宅用地特例適用後の課税標準額

ただし、この計算方法の結果、

○今年度の本則課税標準額の80パーセントを上回っ

た場合、課税標準額は、評価額の80パーセント。

○今年度の本則課税標準額の20パーセントを下回っ

た場合、課税標準額は、評価額の20パーセント。

家屋の評価額の計算のしくみはどうなっている

のですか？

家屋の評価額の計算式は次のとおりです。

評価額＝再建築費価格×経年減点補正率
再建築費価格とは、現在建っている家屋を基準年

の物価で新たに建築したときの評価価格のことをい

います。

経年減点補正率とは、その家屋の耐用年数に応じ

た減価率のことをいいます。

建築物価は、ここ数年下落していて、平成18年

(基準年度)でも町内のほとんどの家屋で価格の下落

が見られます。※おおむね昭和56年以前に建築され、

耐用年数を経過した家屋は除きます

固定資産税は、毎年1月1日に、土地・家屋・償却資産を所有している人がその資産の所在する
市町村に納める税金です。また今年度は、3年に1度の評価額の見直し年度です。ここで、よくあ
る問い合わせや、今年度改定した点を紹介します。

課税資産の明細書を4月中旬、納税通知書を5月中旬ごろ発送します。納付期限内に納付してください。

問い合わせ 税務課へ

Q

Q Q

A

A A

今年度課税標準額＝前年度の課税標準
額＋今年度の評価額の5パーセント

今年度課税標準額＝前年度の課税標準
額＋今年度の本則課税標準額の5パーセ
ント
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もう4月だ！お正月からはあっという間に3か月
が過ぎました｡日本で4月というと、お花見や春祭
りなどの行事を楽しみます｡オーストラリアでは4
月になるとウサギの絵や人形を飾った店、卵やウ
サギの形のチョコレートを売る店をよく見かけま
す｡なぜだろうとみなさんは考えているかもしれま
せん｡Easterについて聞いたことはありますか？

イースターとは、キリスト教徒がイエス・キリ
スト(以下、イエス)の復活を記念して祝う祭りのこ
とです。しかし、本来は2世紀のヨーロッパの春の
女神に由来したもので、草木が芽吹き、動物たち
が繁殖する春への移り変わりを祝うもので、キリ
スト教とは関係のない祭りでした。この祭りはキ
リスト教の祝いと重なり、一つの祭りになり現在
のイースターとなりました｡
毎年、「春分後の、満月直後の日曜日」と決めら

れていて、3月21日から4月24日の間に催されて
います。オーストラリアではイースターはEaster
Friday(聖金曜日：イエスが亡くなった曜日)から
始め、Easter Monday(復活祭の月曜日：イエス
の復活)に終わり、国の祝祭日となっています｡今
年はイースターが4月14日から17日で、その間は
休暇になるので、旅行をする人は多いです｡

HAPPY  EASTER!

イースターのシンボル
○十字
イエスがはりつけにされた十字架を表します｡

イースター時期によく食べるものはHot Cross
Buns(暖かい十字のロールパン)です。レーズンが
入ったシナモンや他のスパイスがきいたおいしい
ロールパンです。上に白い十字が書いてあります｡
○イースターの卵
昔のヨーロッパでは生命の象徴になる卵を贈り

物にすることは春の習慣でした｡色紙で包装した
り、さわやかな色で塗ったりします｡この卵はゆで
卵かチョコレートで作った卵です｡これらを家のさ
まざまな場所に隠し、それを見つけるのは子ども
の楽しみです｡
○イースターのウサギ
卵は、イースターのウサギが運んできたとされ、

子だくさんのうさぎは、繁栄・多産のシンボルに
なっています。

行ってみよう！ 
韓国ホームステイと恐竜エキスポ 

イースター

ホット クロス

バンズ

岡垣国際交流協会は、平成14年から、韓国固城郡と草の根の国際交流
をしています。この交流をさらに深めるため、固城郡で開催される2006
慶南固城恐竜世界エキスポを視察したり、固城郡の家庭にホームステイし
たりして交流します。
この研修旅行を通して、外国の文化などを学び、今後は岡垣国際交流協

会の活動を一緒にしていきませんか？
と　　き 5月14日(日)～16日(火)2泊3日※1泊は固城郡でホームステイ
費　　用 4万円
募集人数 40人(先着順、協会会員優先)
申し込み・問い合わせ
4月24日(月)までに岡垣国際交流協会1282－0549FAX282－0559へ

コ ソン グン

キョンナム コ ソン
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今回の
表　紙

3月25日、上高倉区内で森林づくりボランティア活動と体験学習が行われ、苗木の植樹や丸太切り、竹細工作りなどが行われました。
写真は植樹した苗木に付ける名札を作成している風景です。親子での参加も数多く見られ、楽しく森林の大切さを学んでいました。
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！

4月か
ら3年

間

岡垣町は、社会を取り巻く環
境がどんなに変わっても、町に
暮らすすべての人がすこやかに
安心して暮らしを送り、幸せと
生きがいを感じることのできる
社会を築いていくために、全力
で取り組んでいきたいと考えて
います。
この口座振替加入促進は、督

促手数料の支払いや金融機関で
の窓口払いをなくし、収納税額
の確保を図るものです。みなさ
んの暮らしや財産を守るため、
ぜひご協力をお願いします。

岡垣町長　樋　　龍治

岡垣町では、行財政構造改革プログラムを策定し、自主・自
立のまちづくりに向けてスタートしました。このプログラムの
一環で、口座振替の加入促進を図ります。口座振替制度は、納
税者の約半分がすでに利用しています。このキャンペーンを機
に、便利で確実な口座振替を利用してみませんか？

固定資産税・町県民税・軽自動車税・国民健康保険税を納付
書払いから口座振替に変更すると、いこいの里入浴施設の無料
券を1枚プレゼントします

福岡銀行・西日本シティ銀行・遠賀信用金庫・遠賀郡農業協
同組合・郵便局へ

預金通帳とその届出印、納税通知書、振替申込書(納付書に
同封。税務課、町内の各金融機関にもあります)
※詳細を岡垣町公式ホームページに掲載しています

口座振替に関することは税務課、入浴券に関することは社会
福祉協議会へ

内　　容

申し込み

持ってくるもの

問い合わせ


